
分 野 題 名 講 師 講 座 対 象 内 容

社会科
教育

地理から考える
物語の舞台

安藤 哲郎
（あんどう てつろう）

社会科教育講座
(地理学）

児童・生徒（幼・小・中・高・特）
教員（幼・小・中・特)

市民一般

説話などの古典を読むと、いくつか地名が出てきます。こういった地
名と物語の内容を手がかりとして地図を作りながら考えると、物語
が作られた時代の人々が物語の舞台となった場所についてどのよ
うな認識を持っていたのか分かることがあります。地図やパネルを
使いながら、地理から物語の舞台について一緒に考えてみましょ
う。

社会科
教育

史料を基礎と日本史
（前近代史）

宇佐見 隆之
（うさみ たかゆき）

社会科教育講座
（日本史学／
日本中世史）

児童・生徒（小６以上)
 教員（小・中・高）

歴史の記述は、すべて史料に基づいて行われています。このため、
記述の背景にある史料の理解なしに理解できません。史料と教科
書の記述を照らし合わせながら日本前近代史への理解を深めま
しょう。

社会科
教育

 
古代ローマ史にみる

曖昧な「史実」
大清水 裕

（おおしみず ゆたか）

社会科教育講座
 （西洋史／

古代ローマ史）

児童生徒（中・高）
 教員（中・高）

 市民一般

歴史学は、様々な史資料を用いて過去の社会を再構成しようとする
学問です。しかし、そこで用いる史資料が互いに矛盾していたり、あ
るいは荒唐無稽だったりすることは少なくありません。
本講義では、古代ローマ史の中から有名な事件を取り上げ、人口
に膾炙している「史実」の曖昧さと、「史実」を確定しようとする歴史
学の営みをご紹介します。

社会科
教育

 
論理学初歩

齋藤 浩文
（さいとう ひろふみ）

社会科教育講座
（哲学）

児童・生徒（幼・小・中・高・特）
教員（幼・小・中・高・特)

保護者・市民一般

論理学への入門として、以下の２つのいずれか、または、両方につ
いて講義します。
(1) 形式論理学の初歩について紹介しながら、論理とは何か、そし
て、論理的で あるとはどういうことかを考えます。
(2) 非形式論理学を背景として成立したクリティカル・リーズニング
について、 その基本の紹介と実践を目指した演習を行います。

社会科
教育

滋賀の近代史
馬場 義弘

（ばんば よしひろ）
社会科教育講座

（政治学／歴史学）
市民一般

明治前期に滋賀県の県令（のちの県知事）を務めた松田道之（初
代、明治４年11 月～明治８年３月）、籠手田安定（二代、明治８年５
月～明治17 年７月）を中心に、近代国家の形成と滋賀県政につい
て考えます。
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社会科
教育

景観写真の観賞と
教材化

松田 隆典
（まつだ  たかのり）

社会科教育講座
（人文地理学）

児童・生徒（小・中・高）
教員（小・中・高)

保護者・市民一般

WEB 上に多く掲載されている景観写真の観賞の仕方について、実
例をもとにわかりやすく説明するとともに、社会科や地歴科・公民科
のための教材化の可能性について示します。具体的テーマとして
は、視覚的にわかりにくい気候を植生写真で説明したり、国際理解
のために必要な社会的コンテキストを都市景観写真などで紹介しま
す。

社会科
教育

社会調査に触れる
宮本 結佳

（みやもと ゆか）
社会科教育講座

（社会学）
市民一般

近年、パソコンを利用する機会が増え、表計算ソフトが身近になっ
たこともあって様々な場面でアンケート（質問紙調査）を実施する機
会が増えています。本講義ではアンケートをつくるとき、一体どのよ
うなことを気をつけていけばいいのかについてご紹介します。

社会科
教育

身近な事件や話題を
もとに法・裁判の役割

を考える

渡辺 暁彦
（わたなべ あきひこ）

社会科教育講座
（法律学／

日本国憲法）

生徒（小・中・高・特）
 教員（幼・小・中・高・特）

保護者・市民一般

私たちも「裁判員」として裁判に関わる時代となりました。
法や憲法、そして裁判に対する関心も高まっています。
本講義では、最近の身近な事件や話題を取り上げ、実際の判決文
なども活用しながら、日本国憲法や裁判についての理解を深めて
いきたいと考えています。


